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https://www.theguardian.com/lifeandstyle/2020/jan/05/astronaut-helen-sharman-this-much-i-know 

Interview 

Helen Sharman: ‘There’s no greater beauty than seeing the 

Earth from up high’    Michael Segalov  

The astronaut, 56, on self-belief, G-force – and being the only girl in science class 

 

Final frontier: Helen Sharman, Britain’s first astronaut. Photograph: Alamy  

Almost everything about my childhood was normal and mundane. Our nuclear family lived in a 

comfortable house in suburban Sheffield. I went to school at the local comp. No one exciting ever visited. 

It meant I thought only normal things could happen to me. 

When I was choosing my A-levels, a German teacher found me in a corridor and pointed out that if I were 

to pick physics and chemistry, I’d be the only girl in those classes. That was the first time I considered my 

gender in relation to science, and I decided pretty quickly that it wasn’t going to stop me. 

I’ve never defined myself by my gender, and I continue not to do so. People often describe me as the first 

British woman in space, but I was actually the first British person. It’s telling that we would otherwise 

assume it was a man. When Tim Peake went into space, some people simply forgot about me. A man 

going first would be the norm, so I’m thrilled that I got to upset that order. 

Self-belief and a can-do attitude changed my life. I heard the job ad for Britain’s first astronaut on the 

radio while driving home from work. I ticked all the boxes, but thought they wouldn’t choose me so I 

wouldn’t bother. By the time I got home I’d realised that if I didn’t actually apply, then they couldn’t choose 

me. As my mum used to tell me: ‘If you don’t try something, you’ll never know what might have happened.’ 

There’s no greater beauty than looking at the Earth from up high – and I’ll never forget the first time I saw 

it. After take-off we left the atmosphere and suddenly light streamed in through the window. We were over 

the Pacific Ocean. The gloriously deep blue seas took my breath away. 

Doing nothing is my idea of hell. Even if I’m waiting for the family to leave the house, I’ll be busy watering 

the plants, tidying up, practising a piece on the piano in my hat and gloves. I know some people enjoy 

taking it slow, but I can’t help but feel I’m just wasting my time. 

There’s a very short distance between my heart and my head, and that is useful in increased G-force. 

Aliens exist, there’s no two ways about it. There are so many billions of stars out there in the universe 

that there must be all sorts of different forms of life. Will they be like you and me, made up of carbon and 

nitrogen? Maybe not. It’s possible they’re here right now and we simply can’t see them. 

My one true love are mountains. Being up there in nature is serene, and puts life in perspective. There’s 

something about their grandeur which makes insignificant my life and its problems. But it’s also the little 

things - a crystal in a rock; the small snail moving across a path - which remind me there’s so much 
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wonder to be found if you just open your eyes to it. 

Being in space taught me that it’s people, not material goods, which truly matter. Up there we had all we 

needed to survive: the right temperature, food and drink, safety. I gave no thought to the physical items I 

owned on earth Earth. When we flew over specific parts of the globe, it was always our loved ones we 

thought of down below us.  

Farewell to the 2010s…  

… will the 2020s offer more hope? This has been a turbulent decade across the world – protest, populism, 

mass migration and the escalating climate crisis. The Guardian has been in every corner of the globe, 

reporting with tenacity, rigour and authority on the most critical events of our lifetimes. At a time when 

factual information is both scarcer and more essential than ever, we believe that each of us deserves 

access to accurate reporting with integrity at its heart. 

More people than ever before are reading and supporting our journalism, in more than 180 countries 

around the world. And this is only possible because we made a different choice: to keep our reporting 

open for all, regardless of where they live or what they can afford to pay. 

We have upheld our editorial independence in the face of the disintegration of traditional media – with 

social platforms giving rise to misinformation, the seemingly unstoppable rise of big tech and independent 

voices being squashed by commercial ownership. The Guardian’s independence means we can set our 

own agenda and voice our own opinions. Our journalism is free from commercial and political bias – never 

influenced by billionaire owners or shareholders. This makes us different. It means we can challenge the 

powerful without fear and give a voice to those less heard. 

None of this would have been attainable without our readers’ generosity – your financial support has 

meant we can keep investigating, disentangling and interrogating. It has protected our independence, 

which has never been so critical. We are so grateful.  

As we enter a new decade, we need your support so we can keep delivering quality journalism that’s 

open and independent. And that is here for the long term. Every reader contribution, however big or small, 

is so valuable. Support The Guardian from as little as $1 – and it only takes a minute. Thank you. 

インタビュー 

ヘレン・シャーマン：「地球を高いところから見るほど素晴らしい美

しさはありません」 マイケル・セガロフ 

宇宙飛行士、56歳、自負心、Gフォース–サイエンスクラスで唯一の女の子 

日 2020年 1月 5日 09.00 GMT最終更新日：2020年 1月 6日 10.27 GMT 

 最後のフロンティア：ヘレン・シャーマン、英国初の宇宙飛行士。写真：アラミー 

私の子供時代についてのほとんどすべては正常で平凡でした。私たちの核家族は、シェフィールド郊外

の快適な家に住んでいました。私は地元のコンプで学校に行きました。エキサイティングな人はいませ

ん 普通のことしか起こらないと思ったのです。 

Aレベルを選択していたとき、ドイツ人の先生が廊下で私を見つけ、物理学と化学を選ぶなら、私はそ

れらのクラスで唯一の女の子になると指摘しました。科学との関係で性別を考えるのはこれが初めてで、

私はそれが私を止めることはないとすぐに決めました。 
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私は自分の性別で自分自身を定義したことは一度もありません。人々は私を宇宙で最初の英国人女性と

しばしば言いますが、私は実際に最初の英国人でした。そうでなければ、それが人間であると仮定する

だろうと言っています。ティムピークが宇宙に入ったとき、一部の人々は単に私を忘れていました。最

初に行く人が普通だから、私はその順序を乱すことができて興奮している。 

自信とできる態度が私の人生を変えました。職場から家に車を運転しているときに、英国で最初の宇宙

飛行士のラジオで求人広告を聞いた。私はすべてのボックスにチェックを入れましたが、彼らは私を選

択しないと思ったので、私は気にしません。家に帰るまでに、実際に応募しなければ、彼らは私を選ぶ

ことができないことに気付きました。私の母が私に言っていたように：「あなたが何かを試さないと、あ

なたは何が起こったのか決してわかりません。」 

地球を高いところから眺めることほど素晴らしい美しさはありません。初めて見たときのことを決して

忘れません。離陸後、私たちは大気圏を離れ、突然窓から光が入りました。私たちは太平洋にいた。見

事に深く青い海は私の息を奪った。 

何もしないことは私の地獄の考えです。家族が家を出るのを待っていても、植物に水をやったり、片付

けをしたり、帽子と手袋をはめてピアノで練習したりします。ゆっくりと楽しむ人もいますが、ただ時

間を無駄にしていると感じざるを得ません。 

心臓と頭の距離が非常に短いため、Gフォースを高めるのに役立ちます。 

エイリアンは存在しますが、 2つの方法はありません。宇宙には非常に多くの星があり、あらゆる種類

の異なる生命体が存在するはずです。彼らはあなたと私のように、炭素と窒素で構成されていますか？

そうでないかもしれない。彼らは今ここにいる可能性があり、私たちは単にそれらを見ることができま

せん。 

私の唯一の本当の愛は山です。自然の中でそこにいることは穏やかであり、人生に視点を与えます。彼

らの壮大さについては、私の人生とその問題を取るに足らないものにしている。しかし、それはささい

なことでもあります-岩の結晶。小さなカタツムリが小道を横切って移動します-目を開けてみれば、驚

くべきことがたくさんあります。 

宇宙にいることは、物質的なものではなく、人々であることを教えてくれました。そこまで生き残るた

めに必要なものはすべて揃っていました：適切な温度、食べ物と飲み物、安全性。私は、地球地球上で

所有していた物理的なアイテムについて何も考えませんでした。私たちが地球の特定の部分を飛んだと

き、それは常に私たちが私たちの下に考えていた愛する人たちでした。 

あなたがここにいるので... 

…お願いが少しあります。あなたのような多くの人々が、ガーディアンの独立した調査ジャーナリズム

をこれまでになく読んでサポートしています。また、多くのニュース組織とは異なり、どこに住んでい

るのか、何を支払う余裕があるのかに関係なく、すべての人にレポートを公開することを選択しました。 

ガーディアンは、増大する気候の大惨事から広範な不平等、私たちの生活に大きな技術が影響するまで、

私たちの時代の最も重要な問題に取り組みます。事実情報が必要なとき、私たちは、世界中の私たち一

人一人が、その中心にある完全性を備えた正確な報告へのアクセスに値すると考えています。 

編集上の独立性は、独自のアジェンダを設定し、独自の意見を表明することを意味します。ガーディア

ンジャーナリズムは、商業的および政治的な偏見から解放されており、億万長者の所有者や株主の影響

を受けません。これは、耳の不自由な人に声を与え、他の人がどこを離れるのかを探り、権力者に厳密

に挑戦することができることを意味します。 
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https://www.bbc.com/japanese/51017769 

イギリス人初の宇宙飛行士、「地球外生命体はいる」  2020年 01月 7日 

  

Image copyright IMAGES            Image copyright Image caption 

イギリスの宇宙飛行士ヘレン・シャーマン博士（56）が、地球外生命体は存在し、すでに地球に来てい

る可能性もあると話した。 

化学者のシャーマン博士は 1991 年 5 月、イギリス人初の宇宙飛行士として、旧ソヴィエト連邦の宇宙

ステーション「ミール」へ向けて出発した。 

日曜紙オブザーバーの取材でシャーマン博士は、地球外生命体がいるのは「間違いない」と断言。数十

億個もの星の間には「あらゆる形の生命体がいるはずだ」と話した。 

現在はロンドンのインペリアル・コレッジに勤めるシャーマン博士は、地球外生命体は人間のように炭

素と窒素で構成されてはいないかもしれないが、「今まさにここにいて、私たちには見えないだけかも

しれない」と語った。 

（博士はさらに、「イギリス人初」の宇宙飛行士ではなく、「イギリス人女性として初」と説明されるこ

とへのいらだちを語った。 

「つまりそれは（わざわざ女性だと説明しなければ）男性だと決め付けてしまうということ」 

「（イギリス人宇宙飛行士）ティム・ピークが宇宙へ行ったとき、私のことを単に忘れている人もいた。

最初に何かをするのは男性だというのが常識なので、この順番を覆せたことが嬉しい」 

ピーク飛行士は 2015 年 12 月から翌年 6 月にかけて、国際宇宙ステーションで勤務し、イギリス人宇

宙飛行士として初めて船外活動を行った。 

シャーマン博士は、宇宙に行ったことで「モノではなくヒトこそが、本当に大事なのだと学んだ」と話

した。 

「宇宙で生き延びるのに必要なものは、すべて揃っていた。適切な気温、食べ物や飲み物、そして安全。

地球上の持ち物のことはいっさい考えなかった」 

「地球のどこかの上を飛ぶときはいつも、地上にいる大切な人たちのことを考えた」 

シャーマン博士は 2018年の新年の叙勲で聖マイケル・聖ジョージ勲章を授与されている。 

（英語記事 'Aliens exist and could be on Earth', says astronaut） 

 

https://www.cnn.co.jp/fringe/35147657.html 

「宇宙人は存在する、地球にいる可能性も」 英国初の宇宙飛行士が断言 

2020.01.07 Tue posted at 10:21 JST 

英国初の宇宙飛行士のひとり、ヘレン・シャーマン氏。英紙のインタビューに「宇宙人は存在する」と

断言した/Jack Taylor/Getty Images Europe/Getty Images 

（ＣＮＮ） 宇宙人は間違いなく存在する。地球上で人類に紛れ込んでいるかもしれない――。英国初の

宇宙飛行士の１人だったヘレン・シャーマン氏が、英日曜紙オブザーバーのインタビューの中で、そん

https://www.bbc.com/japanese/51017769
https://www.theguardian.com/lifeandstyle/2020/jan/05/astronaut-helen-sharman-this-much-i-know
https://www.bbc.com/news/uk-51003374
https://www.cnn.co.jp/fringe/35147657.html
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な見解を明らかにした。 

シャーマン氏は１９９１年、当時のソ連の宇宙ステーション「ミール」を訪問した元宇宙飛行士。５日

のオブザーバー紙のインタビューの中で、「宇宙人は存在する。それは間違いない」と断言した。 

「宇宙には何十億という星が存在している。従って形態の違うあらゆる種類の生命が存在するはずだ」

「あなたや私のように炭素と窒素でできているかもしれないし、そうではないかもしれない」。シャー

マン氏はそう語り、「もしかしたら彼らは今、まさにここにいて、私たちには見えないだけかもしれな

い」と言い添えた。 

化学者のシャーマン氏は、英国人として初めて宇宙へ飛行した７人のうちの１人だった。当時の年齢は

２７歳。最年少級の宇宙飛行士として、宇宙に８日間滞在した。 

オブザーバーのインタビューでは、「英国初の女性宇宙飛行士」と形容されることに苛立ちを感じると

も打ち明け、「実際のところ、私は初の英国人（宇宙飛行士）だった。（女性という形容は、）そうでなけ

れば男性と想定されてしまうことを物語る」と指摘している。 

 

米海軍の戦闘機パイロットが２００４年にサンディエゴ沖で目撃した未確認飛行物体/US Department 

of Defense via The New York Times 

宇宙人の存在を信じているのはシャーマン氏にとどまらない。米国防総省が極秘で行っていた未確認飛

行物体（ＵＦＯ）調査プロジェクトにかかわった元高官は２０１７年、宇宙人が地球に到達した証拠は

あると確信すると語っていた。 

＜米海軍機が空で捉えた飛行物体が「未確認航空現象（UAP）」と分類され調査されている 

 

地球から１００光年に生命存在しうる惑星、ＮＡＳＡの探査衛星で初の発見 

2020.01.07 Tue posted at 15:30 JST 

 

ＮＡＳＡの惑星探査衛星が、生命が存在可能とみられる系外惑星を初めて発見した/NASA's Goddard 

Space Flight Ctr 

（ＣＮＮ） 米航空宇宙局（ＮＡＳＡ）は６日、惑星探査衛星「ＴＥＳＳ（テス）」による観測の結果、

地球と同等の大きさで生命が存在できるとみられる系外惑星を初めて発見したと発表した。地球から約

１００光年離れた恒星の周りを回っているという。 

この惑星は「ＴＯＩ ７００」と呼ばれる恒星を周回する複数の惑星の１つ。ＴＯＩ ７００は、かじき

https://www.cnn.co.jp/photo/l/926198.html
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座を構成する低温かつ小型のＭ型矮星（わいせい）で、その質量は太陽の４割ほど、表面温度は半分に

とどまる。 

「ＴＯＩ ７００ｄ」と名付けられた当該の惑星は、上記の恒星の惑星系に属する３つの惑星のうちの

１つで、最も外側の軌道を周回する。公転周期は地球の日数に換算して３７日。自転周期と公転周期が

等しいため、惑星の一方の面は常に恒星の方を向いている。 

他の２つの惑星の公転周期はそれぞれ同１０日と同１６日。前者は地球と同サイズの岩石でできた惑星

で、後者は地球と海王星の中間ほどの大きさを持つガス惑星とみられている。 

当初、恒星であるＴＯＩ ７００は実際よりもはるかに高温で、周囲の惑星に生命が存在するのは不可

能と考えられていた。その後、観測チームは誤りに気付きＴＯＩ ７００に関する数値を修正。より小

型の恒星であることを突き止めたうえで、最も外側を周回する惑星ＴＯＩ ７００ｄについても生命が

存在できる「ハビタブルゾーン＊」内に位置するとの観測結果を導き出した。 

将来は、ＮＡＳＡが来年打ち上げ予定のジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡による観測などを通じ、惑星

の大気の有無やその成分組成も明らかになる見通しだ。 

＊生物が生きていくためには、適度な温度、気体の酸素の存在、液体の水の存在が必要だと考えられて

います。この生物が生きていくことができると考えられる領域を、ハビタブルゾーンといいます。 

 

筋肉を強化したマイティー・マウスが宇宙から地球に帰還(NASA) 

1月 12日（日）9時 0分 カラパイア 

    

NASA-Imagery from Pixabay  image by:Terrytoons Studio/wikimedia commons 

 1月 7日（現地時間）、遺伝的に筋肉を強化した 40匹のマウスが、国際宇宙ステーションからスペー

ス Xの宇宙船「ドラゴン」に乗って無事太平洋に着水、地球へと帰還したようだ。 

 アメリカの人気アニメに登場するネズミのスーパーヒーローにちなみ「マイティ・マウス」という愛

称で呼ばれる筋骨隆々なマウスたちは、ここ数年で宇宙に送られたたくさんのマウスのうちの一部で、

昨年 12月 8日から宇宙に滞在していた。 

・宇宙飛行士の筋肉や骨の研究の為 

 宇宙ステーションに長期間滞在する宇宙飛行士たちは、地球よりもずっと重力に乏しい環境のせいで、

筋肉と骨が衰えてしまう。 

 彼らは体を維持するために毎日運動を欠かさないが、体の衰えを防ぐより良い方法を考案するために

今回のような研究が行われている。 

・遺伝的に改変され筋骨隆々となったマウスを宇宙へ 

 「ミオスタチン」や「アクチビン」という分子は、筋肉を低下させるシグナルを送っているとされ、

その経路を阻害すると筋肉と骨の成長が促されることが知られている。 

 そこで、これらの経路を標的にすることで、ミッション中の筋肉と骨の衰えを予防し、地球に帰還し

https://news.biglobe.ne.jp/provider/kpa/
https://archive.org/details/mighty_mouse_wolf_wolf
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Superraton.jpg
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てからの速やかな回復を促そうというのが、NASAの研究グループの狙いだ。 

 実験では、この経路を阻害する薬がマウスに投与され、筋肉と骨に与える影響が観察された。マウス

たちは遺伝的に改変されミオスタチンを持っていなかったので、筋肉の平均量が通常の 2倍にも達した

という。 

 そこからつけられたニックネームがスーパーヒーローマウスである「マイティマウス」だ。 

・筋肉や骨が衰えてしまう病気の治療法開発にも 

 宇宙ステーションの実験では毎度のことながら、実験の成果は、筋ジストロフィーや骨粗しょう症と

いった、筋肉や骨が失われてしまう病気に対する新しい治療法の開発にもつながるかもしれない。 

 筋肉を衰えさせる病気には他にも、がん、心疾患、敗血症、エイズなどいろいろある。実験から将来

的な治験の基礎となるようなデータが得られることが期待されている。 

References:futurism/ written by hiroching / edited by parumo 

 

https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200110-00000025-giz-sci 

世界初。宇宙飛行士が、軌道上で血栓の治療を受ける  1/10(金) 19:30配信 

 

 

 ISSから見たハリケーン・ハービー、2017年 

宇宙空間が人体に及ぼす「悪影響」のリストが、さらに長くなりそう。 

先日発表された最新の論文が、国際宇宙ステーション（ISS）滞在中の宇宙飛行士に、重症化する可能性

のあった血栓ができていたという、宇宙初の事例について詳述しています。 

『ニューイングランド・ジャーナル・オブ・メディシン』に掲載されたその論文によれば、ルーティン

の一環として超音波検査が行なわれている NASA宇宙飛行士に「ある異常」が発見されたとき、その人

は、6カ月間にわたる ISSでのミッションの 2カ月目だったとか。その異常とは、左内頸静脈の血流停

滞を引き起こしていた「閉塞性血栓」だったのです。 

静脈内の血栓は健康上のリスクになるものですが、なかでもこのタイプの血栓は、特に危険です。それ

が千切れて血流の他の場所に運ばれ、肺や脳、あるいは他の重要な臓器において、生死にかかわる閉塞、

あるいは塞栓症を引き起こす可能性があるからです。この閉塞は、敗血症（命を脅かす感染に対する、

全身性の反応）を引き起こしかねません。 

微小重力環境で、血栓はどのようにふるまうのか 

この宇宙飛行士は、何も身体症状を感じていませんでしたが、乗組員たちにとってはまったくの未知の

領域であり、地上の医者たちは、軌道上にいるこの患者を治療するよう課せられました。 

血栓が、微小重力環境でどのようにふるまうか見当がつかなかっただけでなく、宇宙空間にいることが、

血液抗凝固剤の反応にどう影響するかもまったく分からなかったのです。ISS には限られた量の血液抗

凝固剤しかなく、注射器で注入する必要がありましたが、注射器もまた、宇宙では貴重な日用品だった

https://futurism.com/the-byte/nasa-muscular-mice-return-earth-space
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200110-00000025-giz-sci
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200110-00000025-giz-sci.view-000
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200110-00000025-giz-sci.view-000
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200110-00000025-giz-sci.view-000
https://rdsig.yahoo.co.jp/media/news/cobrand/giz/RV=1/RE=1580090507/RH=cmRzaWcueWFob28uY28uanA-/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuZ2l6bW9kby5qcC8-/RS=^ADA22g.of8_iFMT6emdh6UVu2v3vZY-;_ylt=A7YWPjeLzxteEycAPXEvl.Z7
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200110-00000025-giz-sci.view-000
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のです。それにもし、この薬物治療が、制御できない出血などといった深刻な合併症を引き起こしても、

抗凝固作用を無効にできる薬は置いてありませんでした。 

幸運にも、そんな災難は起きませんでした。この宇宙飛行士が治療を始めると血栓は縮小し、ひと月後

の供給ミッションでは ISSに血液抗凝固薬と念のための拮抗薬が届けられました。深刻な損傷のリスク

を減らすため、同氏は地球に帰還する 4日前に服薬を中止。着陸直後に行った検査では、血栓のあった

静脈での自発的な血流がみられ、そして血栓自体は地上に戻ってから 10 日後には消失、6 ヶ月後には

その宇宙飛行士は完全に回復したようでした。 

宇宙では、まだまだわからないことが起こりうる 

この良い報せにもかかわらず、この出来事は、未知の領域が多い宇宙旅行についての重要な教訓になる

はずと、論文の著者たちは述べています。 

「このような新たな発見は、まだまだ宇宙では、人体が驚くような反応を示す、ということを表してい

ます」と、論文の筆頭著者でルイジアナ州立大学医学部の臨床准教授である、NASAの Astronaut Corps

のメンバー、Serena Auñón-Chancellor氏は、同大学のプレスリリースで語っています。「宇宙医学や宇

宙生理学について、我々はまだすべてを知ったわけではありません」 

Auñón-Chancellor氏と彼女のチームは、この予期せぬ事態に対処した地上の複数の宇宙機関と医者たち

の連携に感心しているものの、先々のミッションで、特に即時支援が及ばないはるか遠くを旅するなら、

もっと入念に準備をする必要があると警告もしています。 

「依然として残る最大の疑問は、火星への探査クラスのミッションの場合、どうやってこの事態に対処

するのか、どうやって医学的に備えるのかということです。この環境での血栓の形成とその可能な対抗

案をもっと解明するために、さらなるリサーチを行わなくてはなりません」と語っていました。 

Source: New England Journal of Medicine, National Center for Biotechnology Information, EurekAlert! 

たもり 

 

https://digital.asahi.com/articles/ASMDB454YMDBULBJ007.html?pn=5 

身削り毎秒４０億キロ軽くなる太陽 初日の出に恵み思う 

2020年 1月 9日 11時 00分 

https://digital.asahi.com/articles/ASMDB454YMDBULBJ007.html?pn=5
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    村山斉の時空自在〈１９〉 

 令和２年の元日。読者のみなさまは初日の出は拝めたでしょうか。 

 太陽がなかったら私たちは生きられない。真っ暗闇で何も見えないし、寒さで凍えて死んでしまう。

太陽は骨身を削って私たちに恵みを与えてくれている。なんと毎秒４０億キログラムずつ軽くなってい

る。削った骨身が光と熱となり、私たちの生活を支えている。 

 太陽などの星は元素の組み立て工場で、水素を４個くっつけてヘリウムを作る。この反応の前後で物

質を比べると重さが減っている。アインシュタインの有名な式、Ｅ＝ｍｃ２によると、エネルギー（Ｅ）

と物質の重さ（ｍ）は等価で入れ替われる。光の速さ（ｃ）はとても大きな数なので、わずかな重さが

大きなエネルギーに変わる。 

 太陽の中心で本当にそんな反応が起きているのか。いくら太陽を拝んでも表面しか見えない（直接じ

っと見てはいけません！）。熱く濃いガスの塊なので、光はまっすぐ抜け出せない。 

 しかし、水素がくっつく時に副産物のニュートリノが出て、お化けのように太陽全体を通り抜けてま

っすぐ地球へやってくる。それを観測することで、太陽の中で反応が起きていることを確認できる。岐

阜県飛驒市にあるスーパーカミオカンデが光の届かない地下１キロの真っ暗闇で何年も観測を続けて

きた。太陽の中心から出てきたニュートリノで写真を撮り、太陽が骨身を削る現場をとらえたのだ。 

 その太陽も５４億年後には燃料の水素を使い果たし、地球をのみ込むほど膨れ上がる。その時はもう

地球には住めない。移住先はあるか。太陽系の外には地球に似た惑星がいくつも見つかっている。星か

ら程よい距離の岩石惑星で大気や液体の水があるのが条件だ。銀河系でも星は１千億個もあるのできっ

と見つかる。新年の初めに脱出計画を考えてみよう。 

◆村山斉 

 むらやま・ひとし １９６４年生まれ。専門は素粒子物理学。カリフォルニア大バークリー校教授。

初代の東京大カブリ数物連携宇宙研究機構長を務めた。 

 

https://news.biglobe.ne.jp/trend/0111/kpa_200111_7365038355.html 

深まる宇宙の謎。深宇宙から地球へ発せられていた「高速電波バースト」の 1 つが消失、

その理由は？  1月 11日（土）22時 30分 カラパイア 

http://www.asahi.com/topics/word/%E6%9D%91%E5%B1%B1%E6%96%89%E3%81%AE%E6%99%82%E7%A9%BA%E8%87%AA%E5%9C%A8.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E3%83%98%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%83%A0.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%8E.html
http://www.asahi.com/area/gifu/
http://www.asahi.com/area/gifu/
http://www.asahi.com/topics/word/%E3%82%B9%E3%83%BC%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%83%9F%E3%82%AA%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%87.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%8E.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E5%A4%AA%E9%99%BD%E7%B3%BB.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E9%8A%80%E6%B2%B3%E7%B3%BB.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E7%B4%A0%E7%B2%92%E5%AD%90%E7%89%A9%E7%90%86%E5%AD%A6.html
http://www.asahi.com/special/rocket/contest2015/
https://news.biglobe.ne.jp/trend/0111/kpa_200111_7365038355.html
https://news.biglobe.ne.jp/provider/kpa/
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20191224003355.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20200108003197.html
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  宇宙からときおり飛来するミステリアスな電波信号の奇妙な振る舞いは、今も天文学者の首を捻ら

せている。 地球では「高速電波バースト（FRB）」と呼ばれる正体不明の電波信号がキャッチされるこ

とがある。わずか数ミリ秒だけ続く強力な電波で、それが持つエネルギーは膨大だが、発生源は今のと

ころよくわかっていない。 

 これまで、いくつかの高速電波バーストが確認されていたが、その 1つのバーストが消失したという。 

・高速電波バースト「R2」消失の謎 

 高速電波バースト（以下 FRB）の中には宇宙の同じ場所でチラチラと反復して観察されるものもある。 

 初めて反復する FRBが観測されたのは 2012年のことで、「FRB 121102」や「R1」と呼ばれている。

発生源がある銀河は、30億光年離れた矮小銀河だ。次の観測は 2018年で、「R2」という。 

 ASTRON オランダ電波天文学研究所のレオン・オーストルム氏らは、ウェスターボーク合成電波望遠

鏡（WSRT）で R1 と R2 をそれぞれ 130 時間と 300 時間観測。その特徴や R2 が位置する銀河の解明

を試みた。 

 結果、R1からは 30回のバーストが検出されたのだが、なぜか R2からは何も検出されなかった。 

 これについては、R2の波長はWSRTでは検出できない種類というのが、一番単純な説明であるとい

う。WSRT が検出できるのは青色光だけなので、この説明が正しければ、R2 は赤色光を放っていると

いうことになる。また別の可能性としては、R2がバーストを止めてしまったとも考えられる。 

 ただし、ASTRONの別の研究グループのジェイソン・ヘッセルス氏によれば、最初の説明か、R2の

FRBが暗すぎて観測できなかった可能性の方が高いだろうとのことだ。 

・FRBにもさまざまなタイプが存在する可能性 

 いずれにせよ、R1と R2は互いにかなり違っているらしいことは明らかにされた。 

 「もし両者が似ているのなら、R2も簡単に見えたでしょうが、そうではありませんでした」とオース

トルム氏はコメントし、「明るさ、バーストが反復する頻度、さらにはそれ以外の基本的パラメーターの

点でずいぶん異なっていてもおかしくないでしょう」と述べた。 

 またヘッセルス氏らによる研究によれば、それらが位置する銀河もかなり異なっているようだ。 

 こちらの研究では、「FRB 180916.J0158+65」という反復 FRB を銀河までたどることに成功してい

る。FRBを銀河までたどることができたのはようやく 5度目で、反復する FRBとしては 2つ目の例だ。 

 こちらの銀河は、R1 が位置する銀河とは完全に別物であったという。形が不規則な矮小銀河ではな

く、天の川のような螺旋を描いているのだ。また環境もそれほど極端ではなく、R1の分析結果はそれほ

ど当てはまらないと考えられる。 

http://karapaia.com/archives/52278087.html
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・FRBの理論は修正を迫られている？ 

「今、きちんとした理論で FRBの多様性を説明できるのか、それとも FRBの発生源には複数のタイプ

があるのか、真剣に検討しなければならない状況にあります」とヘッセルス氏は話す。 

 仮に FRB の発生源に色々なタイプがあるのだとしたら、それぞれがかなり違っているように見える

理由もそれなのかもしれない。 

 FRB 180916.J0158+65 の地球との距離は R1 のそれの 6 分の 1 なので、より詳しく観察することが

できる。次世代の大型望遠鏡が運用されるようになれば、FRBの謎も解明されるはずだ。 

 「最終的な目標はその正体を突き止めることですが、今の時点ではデータが増えるほど、疑問が深ま

ります」とオーストルム氏は話す。 

 この研究は『arXiv』（12月 27日投稿）ならびに『Nature』（1月 6日付）に掲載された。 

References:newscientist/ written by hiroching / edited by parumo 

 

https://arxiv.org/abs/1912.12217v1
https://www.nature.com/articles/s41586-019-1866-z.epdf
https://www.newscientist.com/article/2229019-mysterious-radio-signal-from-space-seems-to-have-suddenly-vanished/

